
プロジェクト/団体プログラム名：
そだちっこプロジェクト

受入団体名：みんなのほっっとルーム
募集人数

1〜5名

＜活動期間：2025年10月1日～2026年1月8日

＜活動日or 活動パターン＞
☑週1日程度・定例、□月1〜2回・不定期 □その他

＜活動の流れ＞

活動日数：8日程度＞

＜主な活動場所＞
みんなのほっっとルーム

（最寄駅・バス停など： ）

＜キャンパスからの交通手段＞
自転車・徒歩
＜活動に必要な費用＞

＜参加の姿勢＞

子ども達の未来をワクワクしながら活
動する

＜コミュニケーションの手段＞
□電子メール
□LINE □電話
□その他（ ）

日時 活動内容

10月
月水(14:30〜16:30）に行われるそだちっこクラブで
お手伝いをしながら11月、12月の動きを考える

11月

月水(14:30〜16:30）に行われるそだちっこクラブで
お手伝いと、自分たちがやりたいことがあれば、学
生プログラムを企画等

12月

月水(14:30〜16:30）に行われるそだちっこクラブで
お手伝いと、自分たちがやりたいことがあれば、学
生プログラムを実施、リフレクション

14時半 ほっっとルーム着、打ち合わせや準備

15時 そだちっこくらぶスタート

16時 そだちっこくらぶ終了

16時半 かたづけ、反省会、解散

＜活動日の流れ＞



＜活動のテーマと主な内容＞

生きていくうえで、物事に興味関心を持ち、自分の意見や想いを安心して口に出す。親や学校の先生だけでなく多世
代の人と関わる。自分で考え行動する。やりたいと思った時にできる。これらができるようになれば、学校だけでなく
どんなことにも受け身ではなく主体的に行動し成長できるようになると考えています。
小学校に入学すると習い事等で忙しくなる子ども達が増え、親と一緒に行動する子も少なくなります。よって、年長児
の年齢(5-6才)の就学前1年が子ども達にとってとても大切な時期になると考えそだちっこくらぶが出来ました。2024
年4月よりスタートしています。メンバーは、かふぇいちばん星オーナーの星のぞみさん、里山の保全活動等をされて
いる木村しんいちさん、ファイナンシャルプランナーの安司まさやさん、現役高校生で美塾に通う前田綺音さんみん
なのほっっとルーム代表前田がリーダーとなってそれぞれが子ども達に伝えたい事を教室として活動しています。
教室の時間は1時間。学生さん達にはそだちっこくらぶに参加していただき、生きる土台とは何か、自分達が思う生き
る土台とはないかを考えていただき、自分たちの伝えたい事を1つの教室として開催し、子ども達に伝えていただき
たいです。

子ども達の生きる土台を作るのために
自分が伝えたい事を楽しく伝え、子ども達から学ぶ

サポートに関しては、こちらから一方的に与える物ではなく、環境作りを意識し、自分にできる事、子どもとの関わり
方について子ども達と関わりながら学んでいただきたいです。教室開催に置いてはご自身の子どものころを思い出
し、子どものころにやってみたかったこと、興味関心があり無心になって取り組めたこと、今思えばあの時やってお
けばよかったと思う事をお話しいただき、今の子ども達に生きる土台として伝えたい事を教室の内容にしていただけ
たらと思います。

子ども達との関わりや、教室参加により、自分自身の生きる土台とは何か、個性を大切にするとは何か、これから
の子ども達に伝えていきたい事や環境づくりの大切さを学ぶことができる。
5-6歳の子どもとその親と関わることで今の子ども達の現状を知ることができる
親子との関わり方、声のかけ方のコツなど学べる

＜学生が期待できる学び＞

＜活動する現場で学生が求められる背景（理由）＞



＜活動紹介1＞



＜活動紹介2＞

←2025年度の活動の様子


